
出席者35名・欠席者10名・免除会員9名

天野　博司

藤井　紀子

橘　　英樹

∵ 10月のプログラム
3 (№１)-客話

10 (№2)-客話

17 (№3)-夜間例会

∵ ニコニコＢＯＸ；

クラブ活性会ｾﾐﾅｰお手伝い

ありがとうございました

公式訪問もありがとうございます

　和泉清憲君

9/8に第4子が生まれました

　山本広之君

傘寿のお祝いを頂いて　

　小山君

PTA会長をしている丸高で新川

財務事務次官と花車優さんの

講演が実現しました

　神余君

<ニコニコ会計累積/￥54,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

夜間例会に出席できず申し訳

ございませんでした

　天野君

ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問随行しました

とても勉強になりますので予定

が合えば皆さんもぜひ！

　細谷君

歓迎会ありがとうございました

　西森君

クラブフォーラムを終えて

　橘君

<がんばる会計累積/￥132,000>
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■会長挨拶

焼肉は好きですか?  

せっかく焼肉を食べに行ったのに、毎回無難にい

つもと同じものを注文してしまい、カルビやロース

ばかりを食べている方も多いのではないでしょう

か。実は牛肉にはたくさんの希少部位があります。

舌になじんだ肉を堪能したい気持ちもよく分かりま

すが、 たまには新たな美味しさを開拓してみては

いかがでしょうか？今まで試したことのなかった部位も、一度食べたら虜になって

しまうかもしれません。

ジューシーさが売りの赤身肉・トウガラシ トウガラシは肩から腕（前脚）の一部で、

牛1頭から2kgほどしか取れない大変希少な部位です。形が唐辛子に似ていること

からこの名前が付いたそうですが、トンビと呼ばれることもあります。サシ（霜降り）

が少ないため、赤身肉が好きな方におすすめしたい部位です。うま味が強く、噛み

しめるとジュワリと肉汁が滲み出てくるほどジューシーですが、脂身が少ない分味

わいはさっぱりしています。

肉の大トロ！ザブトン ザブトンは、アバラ骨の近くにある肩ロース肉の一部で、牛

1頭から取れるザブトンの量はわずか3～4キログラムほどです。座布団のように

肉厚なため、ザブトンという名前が付いたと言われています。「肉の大トロ」と言わ

れることもあるほどサシが多く、見た目にも美しい肉です。サシが多いため肉質は

非常に柔らかく、とろけるようなコクと食感を味わうことができます。炙るように焼き、

肉汁が少し浮いてきたらおいしくいただきましょう。

とろける食感、濃厚なうま味！ミスジ ミスジは肩甲骨の下から腕の部分にある肉

でトップブレードとも呼ばれており、牛1頭からは数百グラムほどしか取れない希少

部位として知られています。また、腕の肉の中で最もサシが入っている部位として

も有名です。柔らかい肉質で、サシの脂がとろける食感と濃厚なうま味がたまりま

せん。焼肉店で食べる際には軽く炙り、お好みで塩かわさび醤油、または甘口の

タレを付けて食べるとことをおすすめします。

■会長報告

・小山会員が傘寿を迎えられましたので、クラブよりお祝いを

お渡ししました。おめでとうございます。

■例会事業；クラブフォーラム

橘広報IT・公共イメージ向上DEI委員長

本年度で発足3年目となる公共イメージ向上DEI委員会は、国

際ロータリーRIの優先項目の公共イメージ向上から生まれた

名称で、一般の多くの人たちから広く認知され良い印象を持っ

ていただくための企画・活動をしています。

途中から名称にDEIが追加されました

D（ダイバーシティー） 年齢・性別・国籍・価値観といった個人

間の様々な違いを、互いに認め尊敬しあう

E（イクイティ） 個々が抱えた不均衡を是正して取り組む

I（インクルージョン） 個々が社会や集団の中で「受け入れても

らえている」という安心感を得る状態。「居心地のいいクラブ」

（裏へ続く）



2670地区の活動

四国八十八か所ポリオ根絶祈願参拝

②TV番組「世界の子供たちをポリオから救う」の作成、四国4県での放送、ユーチューブ配信

2660地区が実施した20歳以上の男女を対象としたインターネット調査から見える問題点

・ロータリーの認知度 ⇒ 全体で6割強の認知度。女性より男性、及び年齢層が高くなる

につれて認知度が上がる傾向

・他団体との比較 ⇒ ライオンズ73・7％、ロータリー56.8％と認知度に差

・ロゴマークの認知度 ⇒ 19.8％と非常に低い。活動の中でロゴマークを前面に出してい

く必要あり

・ロータリーのイメージ ⇒ ハイクラスの方々の社交クラブといった印象が強い

特に最後のロータリーのイメージを払拭するためには、誰もがロータリーの名前を聞いてどの

ような組織なのか、何をしているのかが分かるようなブランディング（ブランドを形作るための

様々な活動）が必要と思われます

■クラブ活性化セミナー（9月14日）報告

藤井会員

クラブ活性化セミナーは危機管理セミナー、行動計画セミナー、会員増強セミナーの３部構

成で実施されました

危機管理セミナーではハラスメントや危機管理についての話があり、日本でこれだけの問題

があるなら宗教や民族問題を抱える外国のクラブは調整が非常に困難だろうなと思いをめぐ

らせました。行動計画セミナーでは中長期計画の大事さや衛星クラブについて、会員増強セ

ミナーでは「増強のマジック」のタイトルで、クラブの魅力的なブランディングの大切さの話が

ありました。今回のクラブ活性化セミナーの参加者の顔ぶれを見ると、女性会員の数がまだ

少ないなと感じました。

細谷会員

まず運営責任者として、皆様のご協力のもと無事にセミナーを終えられましたことに対し感謝

申し上げます。セミナーでロータリーにおける危機とは、自然災害や戦争・暴力といった一般

的なものに加えて、ハラスメントや会計問題、内部の不和などと認識しているそうです。

最近特に問題になっているのがハラスメントの問題です。お互いの認識の違いを生じさせない

ことが大事で、個人的には普段からのコミュニケーション不足が認識の違いを生じさせるので

はないかと考えます。それらを解消するためにも、お互いが認識しあえるようなコミュニケー

ションを取っていければと思います。

会員増強では高知南RCの加藤会員が、創立50周年を機会に長期目線での取り組みをした

結果、会員増強に成功した事例を紹介されました。
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